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平成27年第１回笠松町議会定例会会議録（第６号） 
 

 平成27年３月17日笠松町議会定例会が笠松町役場議事堂に招集された。 

 

１．本定例会の応招議員及び不応招議員は、次のとおりである。 

  応 招 議 員  

議  長    ８番  安 田 敏 雄 

副 議 長    ３番  伊 藤   功 

議  員    １番  尾 関 俊 治 

  〃      ２番  古 田 聖 人 

  〃      ４番  川 島 功 士 

  〃      ５番  田 島 清 美 

  〃      ６番  伏 屋 隆 男 

  〃      ７番  岡 田 文 雄 

  〃      ９番  船 橋 義 明 

  〃      10番  長 野 恒 美 

  不応招議員 

        な し 

 

１．本日の出席及び欠席議員は、次のとおりである。 

  出 席 議 員  

議  長    ８番  安 田 敏 雄 

副 議 長    ３番  伊 藤   功 

議  員    ２番  古 田 聖 人 

  〃      ４番  川 島 功 士 

  〃      ５番  田 島 清 美 

  〃      ６番  伏 屋 隆 男 

  〃      ７番  岡 田 文 雄 

  〃      ９番  船 橋 義 明 

  〃      10番  長 野 恒 美 

  欠 席 議 員  

議  員    １番  尾 関 俊 治 
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１．地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。 

町      長    広 江 正 明 

副   町   長    川 部 時 文 

教   育   長    宮 脇 恭 顯 

監 査 委 員    小 林 正 明 

会 計 管 理 者    杉 山 佐都美 

総 務 部 長 
兼教育文化部長    大 橋 雅 文 

企画環境経済部長 
兼住民福祉部長    岩 越   誠 

建 設 水 道 部 長 
兼   技   監    奥 村 智 彦 

総 務 課 長    村 井 隆 文 

企 画 課 長    堀   仁 志 

環 境 経 済 課 長    平 岩 敬 康 

保 険 医 療 課 長    服 部 敦 美 

福 祉 健 康 課 長    浅 野 薫 夫 

建 設 課 長    那 波 哲 也 

水 道 課 長    鈴 木 秀 夫 

教 育 文 化 課 長 
兼 総 合 会 館 長    加 藤 周 志 

学校給食センター 
所      長    田 中 幸 治 

 

１．本日の書記は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長    堀   康 男 

書      記    笠 原   誠 

主      任    横 井 良 典 

主 任 技 師    青 野 浩 之 

 

１．議事日程（第６号） 

平成27年３月17日（火曜日） 午前10時開議  

日程第１ 第25号議案 平成27年度笠松町一般会計予算について 

日程第２ 第26号議案 平成27年度笠松町国民健康保険特別会計予算について 

日程第３ 第27号議案 平成27年度笠松町後期高齢者医療特別会計予算について 
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日程第４ 第28号議案 平成27年度笠松町介護保険特別会計予算について 

日程第５ 第29号議案 平成27年度笠松町下水道事業特別会計予算について 

日程第６ 第30号議案 平成27年度笠松町水道事業会計予算について 

日程第７ 第31号議案 笠松町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

日程第８ 第１号請願 米価対策の意見書を求める請願 

日程第９ 第２号請願 ＴＰＰ交渉に関する請願 

日程第10 第32号議案 笠松町地方創生総合戦略審議会設置条例について 

日程第11 第33号議案 平成26年度笠松町一般会計補正予算について 
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開議 午前10時00分  

○議長（安田敏雄君） ただいまの出席議員は９名で、定足数に達しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおり定めました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第１ 第25号議案から日程第７ 第31号議案まで並びに日程第８ 第１号請願及び日

程第９ 第２号請願並びに日程第10 第32号議案及び日程第11 第33号議案について 

○議長（安田敏雄君） 日程第１、第25号議案から日程第７、第31号議案までの７議案、日程第

８、第１号請願及び日程第９、第２号請願の２請願並びに日程第10、第32号議案及び日程第11、

第33号議案の２議案を一括して議題といたします。 

 昨日に引き続き、第25号議案 平成27年度笠松町一般会計予算について、歳出についての質

疑を許します。 

 款ごとに行いますので、よろしくお願いいたします。 

 61ページ、第６款 商工費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 今、笠松町全体でまちおこしというのか、まちの掘り起こしなど、い

ろいろと取り組まれているわけですが、この観光課のお仕事の大半を商工会に移しているわけ

ですけれど、私はこの前ふらっと笠松に行きまして、文化協会、笠松を語り継ぐ会がつくられ

たこの笠松を薦める地図なんですが、本当にいい地図だと思いますが、語り継ぐ会とされては

本当にお店からのカンパだとか皆さんの知恵を絞られてつくられたものなんですが、これが枚

数がないということで、ふらっと笠松にもなかったんですね。それで、やっぱり多大な経費が

かかるわけですが、これは笠松としても観光の案内の大事な資料になると思いますが、またこ

れ以外に別につくると言われるのなら別ですが、こうしたものをつくっていく必要があると思

いますが、町を挙げて、ここの団体に任せるだけではなくてと思いますが、その点でどのよう

に考えていらっしゃいますか。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） いわゆる語り継ぐ会の皆さんがつくっておられるパンフレットというの

は、ＮＰＯ団体として、そういうまちおこしや語り継ぐ会の活動でやってみえる、それを今の

ふらっと笠松や、あるいは私どもの町や、そしてまた43あるまちの駅や、いろんなところでそ

ういうことを協力してＰＲさせていただいていると思います。 

 それ以外に、きのうも笠松力検定の上級を受かった方から笠松の文化財についてのいろんな

御意見もありました。ユニークないろんなお考えもありましたので、そういうことも含めてま
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ちの駅、あるいは笠松町の商工会の皆さんとタイアップしながら、町としてもそういうマップ

というのは必要だと思います。それは、やはり今商工会がいろいろまた中心になってまちおこ

しや、あるいは町のマップづくりというのを進めていくのも商工会の仕事でもある部分もあり

ますから、もっと我々が意見や、あるいは情報提供をしながら、一緒になって対応をすること

は、これは大変必要になってくるんではないかと思います。 

 これからリバーサイドタウン計画の中でサイクリングロード等がまた開通したり、多くの観

光資源も見直されるときが来れば、そういう地図もやっぱり新しい情報を入れながら進めてい

くことも大事だと思いますから、そういうことも含めて、これは商工会に丸投げではなくて、

いわゆる文化団体や、あるいは商工団体や、まちの駅や、いろんな方の総合的なマップとして

考えていくことも必要だと思っていますから、そういう町をＰＲする一つの手段として検討し

てみたいと思っています。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 私が32年前、それこそ議員になったときに、もう既に笠松町の観光課

は商工会に移っていました。 

 私はこのあたりでまちおこしとあわせて考えるなら、観光課は町へ戻して、町の企画の一環

として考えていくべきではないかと思います。それからもう１つは、実際につくられた大変い

いものだと私は思っていますが、でもやっぱりいろんな事業の、サイクリングロードの完成だ

とかいろんなことで案内も違ってまいりますので、５年ごととか計画的にやらなきゃいけない

ですけど、やはり予算も必要ですので、ぜひとも今年度の中で検討をし、実際に地図づくりに

かかってほしいということを思いますが、その点ではどうでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 今言われたことも一つの方法だと思いますが、笠松町としては笠松町の

そういうマップというのがありますが、ただ、今、商工業、いわゆる商工観光に関して私ども

の町の環境経済課が窓口になっていることだけで、なかなか商工会とのタイアップが少ないん

じゃないかという気は今から数年前もありましたので、そういう意味で、ことしからはもうい

ないですが、１人商工会へ派遣してもらって、そこで商工会とのパイプやタイアップをしなが

らやってきました。 

 商工会もそういう体制づくりができたということで、その１人はもうそこの席にはいないん

ですが、商工行政をいろいろ考える上で前も感じたこともありますが、１回総合的な部分で、

ただ観光課ができるかどうかは別です。これはこの組織の中の限られた人数で対応していく上

で一番効果的な、有効な方法はやっぱり考えてみたいとは思っています。 

○１０番（長野恒美君） これって、予算計上はされるかされないか。 
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○議長（安田敏雄君） 町長。 

○町長（広江正明君） それはまだ今我々がやっている、全くないわけじゃありませんから、マ

ップも。だからそういうことも何年後にはいろいろつけ加えることがあるかもしれませんが、

今年度のこの予算の中で今何がどういうふうにできるかは、まだこれから検討しないとわかり

ません。 

 今お約束することはできませんが、今言ったような総合的な見地からやっぱり商工行政の対

応は考えていきたいというのは、これは前からの思いでもありますが、もう一回内部で検討し

てみたいと思っています。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 ９番 船橋議員。 

○９番（船橋義明君） 今、長野さんからいい質問が出ました。 

 きょうは長野さんと一緒の考え方でお願いしたいと思いますけれども、我々もよその地へ出

かける場合には、大抵その町の役所に電話してこういうところはどうですかとか、いろいろ尋

ねるわけでありますが、笠松へはほかから一遍聞いたことがあるんですけれども、役場へ問い

合わせしたら、商工会のほうに観光課がありますのでそちらへ聞いてくれというような話があ

ったということで、笠松町は観光に余り力を入れていないのかねということを言われたことが

あったんですけれども、そういうことも含めて、やっぱり町挙げて観光、あるいはそういうこ

との普及に臨んでいただきたいということを思うわけですね。 

 予算の中にもそういうのが入っていないんですけれども、またその辺で前向きな返事を、一

遍考え方をお聞きしたいと思います。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 今、いろいろ御質問もいただいた中で、思いもいろいろあるんですが、

今も申し上げましたように、私どもの町の文化や、きのうあったようなああいう上級職の方も

９人できたこと、そしてまたサイクリングロードや公園やいろいろ町の文化、今度歴史未来館

ができることも含めて、やはり町の文化や商工業の皆さんとの情報の発信というのは大事であ

りますから、いわゆる環境経済課でなくて、名前がわかりやすいことも必要だと思います。課

を設けることも視野に入れなきゃいかんかもしれませんが、名前もやはり、ネーミングも必要

なものがありますから、限られた人数と限られた予算の中で対応するためには、そういう知恵

も働かせてネーミングも含めて対応を考えていきたいと思っていますので、またそのときには

御報告しながら御相談したいと思っています。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者なし〕 
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 ないようですので、次へ行きます。 

 62ページ、第７款 土木費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ６番 伏屋隆男議員。 

○６番（伏屋隆男君） こちらの事務事業説明書の15ページなんですが、道路橋梁費の３目にあ

ります交通安全施設費でありますが、街路灯管理事業で街路灯を今年度全基交換するんですけ

れども、どのぐらいの期間で交換できるものなのか、半年ぐらいかかるのか、１年かかってや

るのか。3,100基ですからかなり時間がかかるだろうと思うんですけれども、それはどのぐら

いかかるものなのか。業者は１社だけでやるのか、数社でやるのか、その辺もちょっと、まだ

具体的なことは決まっていないかもしれませんけれども、役場としてどういう方向でいくんだ

という、その辺の説明をお願いしたい。 

 それから次のページへ行きまして、16ページ、１目の河川維持費ですね。私、９月に一般質

問しましたときに、検討するということで土のうステーションを今年度、27年度に設けていた

だけるということで、これはありがたい話なんですけれども、３台ということで51万9,000円

計上されておるんですが、どこに設置をされるのかということと、町民に対してどのような周

知方法でこの土のうが使えますよ、土のうがありますよ、いざとなったときにはこういう土の

うがありますからこれを使ってくださいということを、ＰＲをまずしないといかんのですけれ

ども、どういう方法でするつもりなのか、以上２点ですね。 

○議長（安田敏雄君） 奥村建設水道部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 街路灯管理事業のＬＥＤの街路灯の設置の時期と期間で

ございますが、これは一般質問の際に田島清美議員の御質問で、４月早々器具と工事契約の手

続を行いまして、６月から３月にかけて全3,100基をつけさせていただく予定でございます。

その際にもお話をさせていただいたんですが、これはＬＥＤ化すればするほど電気代が安くな

りますので、なるべく請負業者と相談して早くつけるようにはさせていただきますが、今私ど

もが考えていますのは、なるべく町内業者のほうに頼みたいというようなことで、今総務課の

契約のほうと詰めているところでございます。業者につきましては、町内、笠松町の業者でつ

けられるというような規模のものでございますので、年度内であれば、そういうことで今進ん

でおりますが、ただそんなに設置業者もいませんので、ちょっとその辺、どの程度まで範囲を

広めるかということで、今ちょっと検討しておるところでございます。 

 ２点目の土のうステーションの件でございますが、笠松では福祉会館、松枝では松枝公民館、

下羽栗では総合会館に置いて、これは大体10キロを50袋入れるというようなことで計画をして

おります。周知方法につきましては、これは自主防災会を通じまして周知をしていきたいと考

えております。 
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〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伏屋隆男議員。 

○６番（伏屋隆男君） ありがとうございます。 

 それで、街路灯については笠松の業者、当然私も笠松の業者でお願いしたいと思っておるん

ですけれども、電気代のことは言うに及ばず、一日も早く期間を短く設置したほうが助かるわ

けですので、１日何基取りかえられるのかということが私もわかりませんけれども、できるだ

け多くの笠松町の業者にやっていただいて、一日も早く設置完了するように、これは要望して

おきます。 

 それから土のうステーションですが、自主防災会のほうでお話しをいただけるということで

すけれども、それでいいんですけれども、これは10キロのほうで、町民が例えば側溝の水があ

ふれ出したと、ちょっと危険だということで察知したときに、そこへ町民が取りに行くという

ことですね。いわゆる役場からそこの道路がもう水につかってしまったと、どんどんふえてき

ておると、そこの部分を土のうでカバーしないかんということで役場のほうからそこへ行って

土のう袋を置いて水どめをするということなのか、住民が自主的にそちらのほうへ行って、自

分の家なり近所の家を守るということなのか、その辺をちょっとまた教えてください。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 大雨とかそういった土のうが必要になった場合、これは

全てこの土のうステーションで住民の方で対応していただくという考えはございません。必要

であれば町のほうで土のうをその場へ持っていくというような考えと並行してやるつもりでお

ります。先ほど、土のう10キロと言いましたんですが、通常の土のうは20キロ以上あります。

これは何で10キロにしたかといいますと、女性の方やお年寄りの方でも持ち運びができるよと

いうような格好で10キロというようなこと、必要があれば今後５キロとかもつくる予定でもい

ますけれども、そういった格好で、ちょっと町に頼むのは難しいというか、そういうときにこ

こから持っていっていただければというような使い方をしていただければいいんじゃないかな

と私は思っております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伏屋隆男議員。 

○６番（伏屋隆男君） 両方で対応するということなんですけれども、そういうふうになろうか

なあと思いますけれども。 

 そして、今の設置場所が全て笠松町の施設なんですけれども、夜間といいますか、いわゆる

施設利用ができるのは９時半までできるんですけれども、その間は管理人さんもいらっしゃる

んですが、それ以降だと施錠されて誰もいないんですね。そういった場合、必要性を感じる場

合は役場のほうでも飛んできて、いわゆる鍵をあけてもらうということをしていただかないと
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そこにある意味がないんですけれども、その辺の対応はどう考えてみえますか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 今のところは性善説にのっとりまして、土のうステーシ

ョン、カバーとかはあるんですけれども、屋外に置いておいて、いつでも自由に持っていける

ような状況にしておくつもりでございます。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 ３番 伊藤功議員。 

○３番（伊藤 功君） 私は、事務事業説明書の14ページ、７款 土木費、１項 土木管理費、

１目 土木総務費の中で地籍調査の件ですけれども、この前説明を受けたので大体はわかった

んですけれども、ちょっと１つ聞き漏らしたような点がありましたので、お尋ねしたいと思い

ます。 

 測量される測量士さんというのは、先ほど伏屋さんも説明があったように、地元を使われる

のか。それをなぜ聞くかというと、地元の測量士さんというのは、やはり隣同士の境界がはっ

きりしない場合は逆に中に入ってそれこそ立ち往生してしまうような状況が出てくるというふ

うに思うんですけど、そこら辺はどういうふうなんでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 測量に関しましては、広範囲に測量しますので、通常少

ない面積でございますと町内か近隣の土地家屋調査士さんのほうへお頼みするわけでございま

すが、今回の場合は面積的に0.2キロ平方とか、そういった範囲を測量する必要がございます

ので、一般にいう測量コンサル会社のほうへ頼みたいなあと思っておるところでございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伊藤議員。 

○３番（伊藤 功君） なぜそういうことを聞いたかというと、やっぱり恐らくこれをやってい

く上には隣との、なかなかスムーズにいかない点が出てくると思いますので、そこら辺は向こ

うも本職としてやられることですからしっかりやってくださると思いますが。 

 それからその次ですけど、15ページの２目 道路新設改良費の中で、道路新設改良事業とし

て羽島用水幹線長池街路から南へ北及の市街化調整区域境まで予算をつけられましたが、これ

はあくまで調査費だけなのでしょうか。実際に工事はかかられるのか、今年度。 

 それともう１つ、北幹線は26年度事業として分水工から西へ、松廣西南のサークルＫの手前

まで、それこそ立派に完成させていただいたことは感謝しております。さて、あと、その西側

の県道まで延長110メートルがことしの事業として予算化されておりますが、これは西側、信

号交差点までだと70メーターほどで、あと西のやっていない分を足して110メーターになるの
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か、おおよそ自分がはかると127メートルぐらいあらへんかなあと思うんですけれども、そこ

ら辺は長さですからいいんですけれども、恐らくそこまでやってくださって全部つながるとい

うふうに解釈してよろしいでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 来年度パイプラインの上部利用につきましては、設計は

東幹線の街路から市街化調整区域境までをさせていただきます。工事につきましては、先ほど

伊藤議員さんがおっしゃったとおり、サークルＫ付近の交差点改良をさせていただきます。

110メーターというのは、大体道路が10メーターございまして、あと東と西に未施工というか、

ことしやっていないところがございますので、ことし松廣さんの前をずうっとやっていて、そ

のサークルＫの前の50メーターがやっていないわけです。それでまた西へ行くと、そこから県

がやった水路、せせらぎ水路とかの歩道があり、そこまでが50メーターぐらいということで、

合わせて110メーターというようなことで計画しておりまして、今年度交差点改良の補正予算

を御承認いただいて、先日警察のほうとも交差点の協議が進んでいますので、来年早々工事に

取りかかりたいなあと思っております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伊藤議員。 

○３番（伊藤 功君） 済みません、来年には本当にきれいになるということで、私たちもすぐ

近くの道路ですから協議をお願いして成功するということはありがたいと思っております。 

 それと最後ですけど、これは西へ行けば柳津、先ほど言われた柳津とつながるということで

すし、将来的には東幹線は羽島市とつながっていくという状況だと思いますが、羽島市にしろ

柳津町にしろ、そのふたがされたところはきれいなカラー舗装化されているんですけれども、

それに合わせた色で笠松のほうもやってくださるということになるのかなあというふうに思っ

ているんですけど、多少羽島市のほうは、見てみると黄土色、柳津のほうはちょっと濃い茶色

かなあというふうに思ったりするんですけど、色合いは合わせられるのか、それとも笠松だけ

単独のカラー舗装されるのか、そこら辺だけお願いします。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） この上部利用の事業につきましては、県事業でございま

して、正直なところ県でやっていただければあのようにきれいにはなるわけですけれども、笠

松町の場合はそれに面する田んぼとかの地権者の方がああいった構造物をつくられると非常に

乗り入れが悪くなるというようなこともございまして、簡単な構造で歩道をつくっているとこ

ろでございますので、今のところ、ちょっとこちらの境界ブロック等で歩道は分離されるもん

で、色をカラー化するつもりはございません。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 
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〔挙手する者あり〕 

 ７番 岡田文雄議員。 

○７番（岡田文雄君） 先ほど伏屋議員の関連ですが、街路灯の関係で15ページの道路修繕事業

費の中でだと思いますが、道路に出ている樹木の伐採というものは町が単独でできるものなの

か、それとも地主へお願いしてやっていただけるのか、恐らくそういうところが多々あると思

いますので、その辺のところをひとつお聞きしたいと思います。 

 それからもう１つですが、16ページ、都市計画費の中の都市計画策定事業、都市計画マスタ

ープラン策定業務委託というんですが、これは主に何の業務委託をされるのか、ここだけひと

つ教えていただきたいと思います。 

○議長（安田敏雄君） 岡田君、街路灯の何やって、街路灯の草、木。 

○７番（岡田文雄君） 街路灯をつけるのに樹木が道路にはみ出ているところが多々ありますの

で、その樹木の伐採は……。 

○議長（安田敏雄君） 街路灯交換時にその木は邪魔になるがということですか。 

○７番（岡田文雄君） それもありますし、今、実際街路灯にかかっているようなところもあり

ますので、ああいう樹木が。そういうところの伐採はどうされるかと、町単独で切っていいの

か、地主に頼んでお願いするのか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 今御質問ありました樹木が道路に出ている問題、本当に

これは悩ましい問題でございまして、私どものほうにも出ているというようなお話があるわけ

ですけれども、樹木につきましては、あくまでもその所有者の方が管理していくというような

ことで、現在建設課または環境経済のまちづくり条例等で指導をしてお願いをしているところ

でございます。 

 あと、都市計画マスタープランにつきましては、これは都市計画マスタープランは20年とい

う長期的な視点に立ちまして、将来の都市像や土地利用、施設等検討して、あと総合計画や市

町村計画等を踏まえて、都市の将来像を決める上でのガイドラインとなるようなものでござい

ます。簡単に言いますと、町の総合計画はソフト面の基本計画で、都市計画マスタープランに

つきましては、いわゆるハード面の基本計画と言えるようなものでございます。 

 例えば、将来北及とか門間を市街化拡大にするというような場合とか、この辺の用途地域を

変えたいとかいうような場合は、このマスタープランに大きく捉えるしかできませんけれども、

そういったことが記載されていないとそういったこともできないというようなことになってい

ます。 

 また、この都市計画マスタープランという笠松町の基本計画をつくることによりまして、笠

松町都市計画区域につきましては、岐阜市、瑞穂市、笠松町、岐南、北方、２市３町で岐阜都
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市計画区域を設定して、この中でいろいろ用途変更とか市街化拡大とかをやっていますので、

さらにこの都市計画区域が都市計画区域マスタープランという都市計画区域のマスタープラン

をつくることになっています。この町のマスタープランをもとにその２市３町の基本計画もつ

くっていくことになりますので、そういった重要な計画であるということでございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 岡田議員。 

○７番（岡田文雄君） ありがとうございます。 

 今の都市計画プランのほうですが、ぜひこれも早くやってほしいですが、とにかく笠松町が

ありまして、その上に岐阜市との関係がある、それから県がある。なかなか難しいハードルが

今お話を聞きますとあるそうですので、ぜひこれも力を入れてやっていただいて、早いところ

松枝地区のほうも市街化区域のようになりますように、御協力のほどよろしくお願いします。

ありがとうございました。 

○議長（安田敏雄君） ほかに。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 

○１０番（長野恒美君） 事務事業説明書のほうでお願いいたします。 

 まず、15ページの２項 道路橋梁費の中の２目 道路新設改良費で、町道拡幅要綱による事

業で計画されているようですが、これはどこを考えていらっしゃるのか、また要望が出ている

のかお尋ねします。 

 それから、先ほどから街路灯の件ですが、新しく家が建ったりいろいろしているんで、現在

あるものを交換するだけではなくて必要なところももう一度再検討しながらやっていただける

でしょうか。その点をお聞きします。 

 それから、土のうステーションの３カ所はわかりましたが、ここに３台という書き方は、何

かケースのようなものに入れてシートをかぶせておくような形でしょうか。そして、持ち出し

はどなたでもいいというときに、何か誰が持っていったかわかるような、またはどの自治会が

持っていったかわかるような、そんなことは必要なく行かれますか。それから、使えば減るわ

けですので、それを補充していくということについては、どのように考えていらっしゃるのか

お尋ねします。 

 それから、４項の都市計画費の中の１目 都市計画総務費の中で、屋外広告物の管理事業が

ありますが、このごろテレビなどでも高所に立てられた物が道路沿いに古くなって落ちて命を

落としたりけがをしたりだとかいろいろなことがあるようですが、笠松町については、そのあ

たりはどうでしょうか。 

 以上、お願いいたします。 
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○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） まず、１点目の町道拡幅要綱の件でございますが、今回

予算計上させていただいているところは箇所づけはございません。箇所づけがなくて１カ所を

想定して側溝延長20メーター、総面積30平米、用地買収20平米というようなことで、当初はこ

のようになっておりますけれども、場合によっては補正対応をしていきたいなあというような

考えで、最初は１カ所、箇所づけなしということでさせていただきました。 

 ２点目の街路灯の管理事業でございますが、必要な場所の再検討を行うかというようなこと

でございますが、これは今でも設置基準、80メーターとかそういった基準がございますので、

それに該当するようなところで町内から要望があれば、今でもつけておりますので、この際見

直すというわけではございませんけれども、御要望を言っていただければ検討してつけられる

ところにはつけるというようなスタンスで思っております。 

 続きまして、土のうステーションでございますが、土のうステーションはどんなものかとい

いますと、鋼製パイプで骨組みができたもので、寸法を言いますと、幅が１メーター20、奥行

きが80センチ、高さが１メーターのものでございます。そのパイプに扉がありまして、その下

にすのこというのが置いてありまして、その上に土のうですけれども、土のうもＵＶカット仕

様の土のうで、３年から５年はもつというようなロング型の土のうを使用して置いておくつも

りでございます。扉を開いていただければ取れるんですけれども、雨風の心配がございますの

でカバーはしてありますけれども、カバーを外していただいて横からの扉が開きますので、そ

こから今のところは自由に取っていただいて、定期的に補充をしていくという考えでございま

す。 

 続きまして、屋外広告物の管理ということでございますが、基本的に設置者が管理していく

ものでございますので、町のほうでその点を指導とか、とりあえずはしていくつもりはござい

ません。今、町のほうでやっているのは、道路標識とかありますよね。こちら笠松町とか松枝

南会館とかというような標識がございますよね。ああいったところとか、街灯の腐食とか、そ

ういったところは今町のほうで点検をして来年度も補修対応等していくつもりで予算計上して

おります。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 広告についての広告料をいただく仕事は県から移譲されて笠松で行っ

ていますよね。同時にそうした構造物というか、高いところなどに立てられた場合の腐食だと

かについては、町としては責任がないとしていらっしゃるのか、やっぱり点検が時々は必要に

なると思いますし、事が起きると町はどうしておったということになるんじゃないかと思いま

すが、それはどうでしょうか。 
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○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） この屋外広告物の徴収につきましては、議員さんがおっ

しゃるとおり県からの権限移譲業務で県にかわって町がやっているものでございます。 

 これは、広告物の景観上の問題からこの条例ができておりまして、設置の安全対策まで移譲

を受けておるわけではございませんし、それがたとえ県でもやるというか、そういうのはちょ

っと無理かと思って、やはり設置者の自己責任でそれは管理していただくものだと考えており

ます。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

 ないようですので、次へ行きます。 

 69ページ、第８款 消防費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ２番 古田聖人議員。 

○２番（古田聖人君） 消防費に関しまして、消防団活動の団員募集についてお尋ねしたいと思

います。 

 既にこの議会でも何度も、団員確保が非常に難しく苦労されている町内会や消防団員の方が

たくさんお見えになるという話はよく出ますが、こうした中、先般、羽島市でしたでしょうか、

新入職員とか若手の職員に消防団に入るように声をかけるというような記事が載っておりまし

た。 

 確かに笠松町でも女子職員の何人かの方が消防団に入られていますが、要はこの方たちはど

ちらかというと後方支援的、ＰＲ的なイメージが強く、実際に火災現場で消火活動とかそうい

うものに従事されるわけではないのですが、単刀直入にお聞きしますが、笠松町でもこれから

新入職員、そしてまた今２年、３年目の20代、30代前半のそれこそ体の元気な男子職員がたく

さんいますが、そういった方々に消防団に入るように、義務とは言いませんが、積極的に働き

かけるようなお考えというのは今のところどうなんでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 当然私どももそういうような考えでおりますし、現在でも消防団員とし

て活躍している職員、あるいは消防団員として活躍していて退団した職員、経験者も含めて、

それは何人もおります。 

 ただ、新しく入る職員全てが今の消防組織の中で、笠松町民じゃないのが半数以上、大半で

ありますから、そういう中でそういう方の消防団の所属等のつき方がちょっと、これは消防団

と検討しなきゃならない部分がありますし、かといって役場の消防隊を設けることが果たして

実際災害があったときにどうなんだという部分もありますから、そういうことをいろいろ考慮
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しながら、ぜひ職員の中で消防団活動で活動できる人間がおれば理解を求めて進めていけばい

いと思っております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 古田議員。 

○２番（古田聖人君） 確かに今、職員半分以上は町外の人が多いと思うんですが、逆に町外だ

からこそ消防団に入っていただいて、地元の消防団員とか地元の住民たちとのコミュニケーシ

ョンを図っていただく、それがまた若手職員の資質向上とか、あるいは防災意識の向上にもつ

ながっていくと思いますので、ぜひともそのあたり、前向きに検討していただきたいなと要望

として上げておきます。以上です。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 確かに議員が言われるとおりなんですが、今の消防団組織というのは一

応地域でいわゆる町内会も含めていろいろ努力してやっていただいている中で、そういう組織

以外の人間が入ってどういうふうにできるかということも含めて、これは消防団と一体となっ

た対応をしなければ、消防団自身、組織自身をやはりいろいろ変えることになりますので、い

い方法があれば当然協力をさせていただきたいですし、そういう人間にぜひそういう経験をし

て町を守ることの意義を経験してもらいたい気持ちは十分ありますから、その辺のこともよく

調査して検討していけばいいかなあと思っていますから、努力してみたいと思います。 

○議長（安田敏雄君） ほかに消防費について質疑ありますか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 じゃあ、次に行きます。 

 70ページ、第９款 教育費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ５番 田島清美議員。 

○５番（田島清美君） 事務事業説明書の18ページのところなんですが、小学校費の学校管理費

のところの下のほうなんですが、特別支援教育アシスタント賃金というところで、笠松小学校

４人、松枝小学校５人、下羽栗小学校３人とありまして、上のところを見ると、児童数が特別

支援学級は笠松小学校が２学級６人、松枝小学校が３学級13人、下羽栗小学校が２学級４人と

いうふうに書いてあるんですけど、単純にこの人数の中でのアシスタントなのかということと、

以前、私一般質問で、グレーゾーン的な、いわゆる通級教室まで行かなくてもいい児童が普通

教室で学んでいるという方のアシスタント的な方を入れていただきたいと要望したんですけど、

ここのところに入れていただいているのかどうかという確認だけお願いします。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） 特別支援教育アシスタントの設置要綱の中では、いわゆる多動性、そ
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れから学習障害、軽度発達障害のある子供たちの通常の学級に在籍している児童の支援に入っ

ていただくと、これが原則で配置してあります。ただし、一方では笠松小学校のように、特別

支援学級で学級の子供たちは、これは６人ですけれども、実際には一人一人に支援が必要な肢

体不自由の子供もいらっしゃいまして、特別支援学級に特別支援教育アシスタントとしてつい

ている、そういう方もいらっしゃいます。そのトータルが下に書いてある括弧書きの数でござ

います。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 田島議員。 

○５番（田島清美君） それはわかるんですが、以前普通教室にもちろん入っていて、通級まで

行くようなことにもならない児童がいて、それでアシスタント的な人を取り入れてもらえない

かと私一般質問でしたんですけど、それはここに何も載っていないということは、結局要する

にスルーされたということですかね。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） 具体的にちょっと児童の名前がはっきりしませんけれども、この特別

支援教育アシスタントというのは、基本は通常学級にいる支援を要するお子さんのアシスタン

トに入っています。ただ、これはたった一人ではなくて、２人抱えていらっしゃる方もいるし、

特別に多動的な子供に関してはお１人がついていらっしゃる場合もありまして、その対応はま

ちまちです。基本的には通常の学級にいる軽度発達障害のお子さんたちの支援に回っていると、

その人たちがこの人でございます。先ほどお話ししましたのは、笠松小学校の特別支援学級は

特別に支援のアシスタントが必要なので笠松小学校については特別支援学級につけている部分

が多いということでございます。 

○６番（伏屋隆男君） 彼女が言っているのは、支援学級とか全く関係ないんですよ。普通教室

にアシスタントで、今の担任が１人いるかもわからんけど、それにプラスしてアシスタントで、

例えば町単で採用した人がそういうところについているかということを聞いておる。 

○５番（田島清美君） 私は勉強不足でわからなかったもんで、教えてほしかったんです。 

○教育長（宮脇恭顯君） 基本的には笠松小学校を除いては通常の学級にいらっしゃって、例え

ば通級に笠松小学校へ通っていらっしゃるＬＤやＡＤＨＤのお子さんたちが学校の中の通常の

学級でやや不安定な状況があるので、そこについていただいているというのが特別支援教育ア

シスタントです。ですから、きちんとつけてあるということです。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 田島議員。 

○５番（田島清美君） 私がこの質問をしたというのは、以前、通級教室に通いたいと希望され

ていた親御さんがいたんですが、結局仕事の関係とか、その方は下羽栗の人なんですが、通級
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までわざわざ、笠松小学校まで入れるのはやっぱりやめておこうかなという方が見えたんです

ね。でも、その親御さんからしてみれば、普通教室で、要するにうちの子一人やっぱりちょっ

と目くばせしてしてくれる先生がいたらなあということを心配されてたので、ちょっとどうい

うふうになったかなということでお聞きしただけなんですが、その辺は先生たちが見ていただ

けるということで、よろしくお願いします。要望して終わります。 

○議長（安田敏雄君） ほかに教育費について。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 

○１０番（長野恒美君） 事務事業説明書でお願いします。18ページ、２項 小学校費、１目 

学校管理費の中で、学級数と教員数が書いてありますが、笠松小学校は全生徒が259名、松枝

小学校が604名、下羽栗小学校が347名なのに、先生の人数が笠松小学校21人、松枝小学校30人、

下羽栗小学校20人というのはなぜでしょうか。笠松小学校と下羽栗小学校を比べても347人と

259人の生徒数からいっても、下羽栗小学校はもう少し、学級数がもちろんあるんでしょうけ

れども、先生の配置の数がアンバランスではないかと思って見ましたが、どのようなことでこ

うなっているのかお尋ねします。 

 それから、中学校にも小学校にもあると思いますが、２目の教育振興費の中で、特別支援教

育就学奨励事業として対象が20人になっているようですが、この事業について説明をお願いい

たします。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） まず１番目の御質問ですけれども、基本的には教員は学級数に対して

学級担任が１人ずつ要りますので、学級担任の数というのは学級数に準じます。その他、加配

という制度がありまして、例えば笠松小学校は来年度、道徳教育の国の指定を受けて研究推進

をしますので、その研究指定のために教員が１人入っているということもあります。したがっ

て、学級担任が全部いないとか、それから教務主任やら生徒指導がいないという状況ではあり

ません。学級担任プラス、これは特別支援学級も含めて、それから教務主任、教頭、校長、そ

れから生徒指導主事、それが基本的な配当でございまして、それ以外は加配措置になっていま

す。 

○議長（安田敏雄君） 加藤教育文化課長。 

○教育文化課長兼総合会館長（加藤周志君） 教育振興費のほうの特別支援教育就学奨励事業の

関係でございますが、この内容はということの御質問でした。 

 その内容ですが、小・中学校の特殊学級へ入学する特別な事情に鑑みまして、その保護者に

対して経済的負担の支援をすると、そんなような事業でございます。 
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〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） ありがとうございます。 

 その保護者に対しての一定の額でですか、それともその人のそれぞれの事情に応じて対応し

ていくということでしょうか。 

 それから、これは親御さんのほうから申し入れがあってされるんでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） この特別支援教育に係る援助というのは学年によって、これは就学援

助と全く同じような仕組みになっていまして、例えば６年生ですと修学旅行の援助が要ったり、

５年生ですと宿泊研修の援助が要ったり、そのそれぞれの学年に応じて、しかも学校の活動に

応じて支援をされるものでございます。保護者の申請に基づいて、年間３期だったと思います

けど、３期にわたって振り込まれております。 

 ちなみに、修学旅行費、学校給食費、校外活動費、それから学用品等、それから新入学する

お子さんに関しては新入学の援助、そういったものが含まれています。 

○議長（安田敏雄君） そのほか、教育費について。 

〔挙手する者あり〕 

 ６番 伏屋隆男議員。 

○６番（伏屋隆男君） 主要事務事業説明書の18ページですが、その上のほうにあります特色あ

る教育活動推進事業、27年度からこの事業があるということで、小学５年生を対象に行うとい

うことですが、提案説明の中では、この事業は2020年の東京オリンピックに絡んだような事業

で、いわゆる指導者を招聘して小学５年生の全クラスの子供たちに話を聞いてもらったり、実

技をやったりというようなことの説明があったようですけれども、具体的にどういったレベル

の方を招聘するのか。スポーツの世界ではないかなあというふうに私は理解しておったんです

けれども、例えばオリンピックとか世界選手権で金メダルをとった人を招聘するのか、どの程

度、夢の教室ですから、やっぱり子供たちに夢を与えようとするならば、かなりレベルの高い

人を呼ばないと意味がないというふうに私は思いますが、その辺どのように考えていらっしゃ

るのかお尋ねしたい。 

 それと、道徳教育についてちょっとお尋ねしたいんですが、これは教育長のほうから答弁い

ただきたいんですけど、今道徳教育、いわゆる国もこれから道徳教育を推進したいという国の

方針が出ましたんですけれども、今、文科省が、例えば小学校には年間のうちの何時間という

時間割、割り振りがあると思うんですけれども、それに従ったカリキュラムの時間で笠松の小

学校、中学校はその道徳教育の授業を行っているのか、それ以上にやっているのか、いわゆる

時間数はどうなっているのかお聞きしたいんですけれども、それはなぜかというと、笠松は道
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徳の町というのを推進しているんですけれども、そうすると笠松の特色を生かすならば道徳教

育の時間がふえてもいいのではないかなという気がしているんですけれども、その辺の対応で

すね。それとあわせて、27年度から笠松小学校が文科省の指定を受けるということですので、

笠松小学校における27年度の道徳教育の時間はどうなっていくのか、その辺もあわせてちょっ

と説明をお願いしたいんですが。 

○議長（安田敏雄君） 大橋総務部長。 

○総務部長兼教育文化部長（大橋雅文君） 特色ある教育活動の夢教室の関係でお答えしたいと

思います。 

 これは、ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」を取り入れて、小学校５年を対象に進め

ていくというものでございまして、平成19年にこの夢の教室のプロジェクトというのは開始さ

れております。これに派遣されます先生というのは、各種競技のアスリート、それとタレント、

アナウンサー、そういった多彩な顔ぶれということになっています。例を挙げて申し上げます

なら、今までで夢先生として来られた方ですと、マック鈴木、野球選手です。それとか有森裕

子さん、陸上の関係ですね。それとかサッカーで宮本ともみさん、総合格闘技で中村和裕さん、

こういったメンバーの方が夢教室の夢先生として派遣されてまいりました。 

 ただ、うちのほうはまだどういった方がということまでは決まっておりませんが、この事業

を取り入れまして、５年生全クラス、７クラスで実施していくという考えでございます。 

 カリキュラムとしましては、ゲームの時間がまず35分あります。その間に互いの緊張をほぐ

しまして、仲間と協力することの大切さ、相手を思いやる心を伝えると。その後にトークの時

間ということで55分ございます。夢先生の体験談、こういったことをもとにしまして、夢を持

つことのすばらしさ、それに向かって努力することの大切さ、こういったものが伝えられてい

く、そういった授業の内容となっております。以上です。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） 今、小・中学校とも学習指導要領の標準授業時数というのは道徳は35

時間です。したがいまして、毎週１時間道徳の授業をやると。これはいわゆる道徳の時間と言

われる時間でございまして、これ以外に道徳教育というのは全ての教科で、例えば子供を褒め

るとか、頑張って勉強するとか、合理的な考えを身につけるとか、こういったことは全部の教

科を通して進めるようになっています。 

 笠松小学校の今回の研究は、国が道徳教育をいわゆる「特別の教科道徳」という名前に変え

るわけですけれども、この変更に伴って先行研究をしていただくというのがこの笠松小学校の

役目です。具体的にそれは何かというと、道徳の内容を発達段階を踏まえてきちんと指導する

とか、それからいじめとか生命の尊重、情報、モラル、こういったものも含めて研究をすると

か、それから多様で効果的な道徳教育への指導方法を工夫するとか、それから一人一人のよさ
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を伸ばして成長を促すための今度は評価を入れるとか、それから検定教科書ができますので、

現在ある副読本的な教科書をいかに活用するかと、こういったところが研究材料でございまし

て、いわゆる道徳の時間、特設をする特別の教科道徳は年間35時間ですけれども、もっと学校

の教育活動全体を通して子供の道徳性を育てると、これが研究の狙いでございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伏屋議員。 

○６番（伏屋隆男君） そこで、最初、夢の教室なんですが、小学校５年生、全７クラスあるん

です。３小学校になるわけですね。これは１人の講師を招聘して、１日のうちに３小学校を回

らせるということなのか、３人の講師を呼んでそれぞれの学校でやるのか、それと講師の招聘

については、どこか窓口があってそこへお願いすると、例えばリストがあって、こういう人を

講師として持っているから要望を出してくれといった紹介があるのか、全く笠松独自で交渉を

しなきゃいかんのかということですね。というのは、これは86万1,000円ですので、タレント

とか、いわゆるかなり有名な人を呼ぶためにはこんな金額では来てくれないわけですね。です

から、どこか窓口があってそこへお願いするとこういった事業に協力してくれるという、いわ

ゆる協力団体とかそういったところがあるんじゃないかなという気がしますので、その辺のや

り方についての説明をお願いしたい。 

 それから、道徳教育の件ですけれども、他の教科の中でも道徳教育をやっていると、道徳的

な授業で進めているというお答えですけれども、そうしますといわゆる文科省が年間35時間と

いう指定をしておる。指導要領の中でそういう規定をされているということなんですけれども、

そうしますと、他の市町村と比較しても35時間やっておれば同じことなんですね。笠松はいわ

ゆる道徳の町という宣言をしていますが、条例をつくった町の特色が生かされていないといい

ますか、それが反映されていないというふうに思うんですけれども、ましてや昨年、今年度か

ら２学期制になって授業時間数が若干ふえているわけですので、その辺について教育長さんは

どうお考えですかね。 

○議長（安田敏雄君） 大橋総務部長。 

○総務部長兼教育文化部長（大橋雅文君） 夢教室の関係でございますが、先ほど申し上げまし

たＪＦＡというのは、これは日本サッカー協会のほうがつくっておりますというか、そういっ

たことで、例えば全国の自治体とかも加盟しながらこういったプロジェクトが進められておる

ものでございまして、金額的には非常に低い金額である程度有名なアスリートや何かが派遣さ

れるような仕組みができておるというものでございます。 

 ただ、私どもが進めようと今思っておりますのは、１週間ぐらいの間にこの７つのクラスを

夢教室として実施をしたいということで今計画を立てておりまして、今後申請をしていく中で、

どのような方が派遣されてくるかというのは向こうで決まってまいります。それと、派遣され
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た方のスケジュール等もありますので、そういったものとあわせてどなたが派遣されてくるか

というのは最終的に決まってくることになるかと思います。 

 私どものほうのある程度こういったことでの教室をというようなことも申し出ができるのか

どうか、そういったことができるのであれば意見はつけながら手続をしていきたいというよう

なことも考えております。 

○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） 道徳の町笠松でございますが、これは時間数をふやして子供たちの指

導をすれば道徳性が育つというものではなくて、今の学校のほうを見てくださいますと、子供

たちのいいところをお互いに見つけたり、それから先生も子供のよさを褒めてやって、一人一

人の子供が褒めてもらった、根気強く係の活動をやることであったり、丁寧に掃除をやること

であったり、みんなと仲よくすることであったり、そういった褒めてもらったことが、ああ、

それは僕のよさだなあといって身につくというのがその子が道徳性を身につけるということに

なりますから、そういった日常の教育活動の中で、一人一人にどうしたらそういった道徳性、

道徳の力が身につくかということを研究してもらうと、そういうことでございまして、時間数

をふやして研究をして、そして成果を上げたことは、ほかに普及させるということはなかなか

難しいですので、国の決めた標準の中で指導方法を工夫したり地域の方々に入ってもらって地

域の大人も僕たちを期待している一人だということを子供たちにわからせたりして、そして学

校の教育活動全体を通して子供たちの道徳性をいかに高めるかということが研究の内容になる

と思っています。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 伏屋議員。 

○６番（伏屋隆男君） 道徳教育はわかりました。そういうことでよろしくお願いします。 

 夢の教室なんですけれども、先ほどの説明で平成19年からこの事業をやっているということ

なんですけれども、今回、27年度はこのＪＦＡということでサッカー協会で、ＪＦＡを通して

やるということですか。ことしはＪＦＡだけど、毎年違うんですか、これは。毎年同じという

ことで、今までいろんなタレントが来たり、それから格闘家が来たりという説明がありました

ね。これはＪＦＡを通して、いわゆるサッカー協会がやっておるサッカーくじｔｏｔｏから金

が出ておるやつかね。私もよくわからんのやけれども、その辺のところ、この受け入れ先とい

いますか、派遣先といいますか、それをもう１回ちょっと説明してください。 

○議長（安田敏雄君） 大橋総務部長。 

○総務部長兼教育文化部長（大橋雅文君） 申請する先といいますか、先ほど申し上げたＪＦＡ

こころのプロジェクトということで、これが平成19年から事業が実施されておって、この27年

度の予算の中では笠松町がこういったアスリート等の派遣について手を挙げたということでご
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ざいます。 

 このＪＦＡの関係につきましては、全国のいろんな自治体がこのプロジェクトと協定を締結

したり、プロモーションなんかの夢先生の企画ですね、そういったところに賛同する企業等も

支援のネットワークをつくっておりますので、手続をする先というのはＪＦＡこころのプロジ

ェクト、こちらへ申請をいたしまして派遣されてくる方が決まってくるということになります。 

 実際に事業が始まったのは平成19年度からこのＪＦＡのこころのプロジェクトということで

事業が始まっておりまして、そういったところの事業内容を見ながら笠松町が27年度に実施し

ていきたいということで手を挙げたということでございます。 

○議長（安田敏雄君） ほかに教育費についてありますか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 それでは教育費は終わりまして、この際11時30分まで休憩します。 

休憩 午前11時22分  

再開 午前11時30分  

○議長（安田敏雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は９名であります。 

 一般会計予算についての88ページ、第10款 公債費についての質疑を許します。 

〔「ありません」の声あり〕 

 次、88ページ、第11款 諸支出金についての質疑を許します。 

〔「ありません」の声あり〕 

 次に行きます。 

 89ページ、第12款 予備費についての質疑を許します。 

〔挙手する者なし〕 

 一般会計予算書の９ページ、第２表、債務負担行為及び10ページ、第３表の地方債について

の質疑を許します。 

〔挙手する者なし〕 

 質疑がないようですので、次に行きます。 

 第25号議案 平成27年度笠松町一般会計予算について、全般についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ４番 川島功士議員。 

○４番（川島功士君） 済みません、幾つか落としてしまったので、ちょっとまとめてお願いし

たいと思います。 

 主要事務事業説明書の３ページ、２項 企画費の１目 企画総務費の中にあるキャラクター

活用事業なんですけれども、前、歳入のところで12万円の分のことがちょっと質問で出ていた
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んですけれども、これは販売代金が12万円ということだったと思うんですけれども、12万円を

売り上げるに当たって必要だった経費はどれだけだったのかという、仕入れは幾らだったかと

いうことですね、それぞれについて。ちょっとそれをお伺いしますということと、最後のほう

の教育費の教育振興費の中にある、さっきちょっと問題になってました、特別支援教育就学奨

励事業ということなんですけれども、土曜日に岐阜の特別支援学校が行った合理的配慮に関す

る研修に私も家内と一緒に参加してきて、福祉の担当の方も来ていただいていました。ありが

とうございました。それから教育委員会のほうも特別支援の主幹教諭の先生が来ていただいて

いました。 

 それで、その中でちょっと問題になっていたのは、合理的配慮の中で、例えば字を読んだり

書いたりするのに非常に時間がかかると、板書を時間内に写せない、例えば連絡帳を書くのに、

連絡帳に自分で書いてきたんだけど、帰ってきたら何が書いてあるのかわからないというよう

な状態の人用のために、例えばｉＰａｄとか、ああいうパッドですね。持ち運べるようなパッ

ドを与えて、もちろん文字入力とかちゃんとできなきゃいけないんですけれども、そういうも

のを与えて合理的配慮としましょうというような話があったんですね。その中で、就学奨励事

業の中で学用品というものもあったんですけれども、そういう中にＩＴ機器も入れたほうがい

いんじゃないか、入れるべきだという話で、実際に都道府県によって随分基準が違うようなん

ですけれども、岐阜県としてはそういうものが買える都道府県なのか、笠松町としてはどうい

うふうに考えるのかということについて、ちょっとお伺いしたいと思います。 

 それと、そもそも根本的な問題なんですけれども、教育費の教育総務費の中に二町教育委員

会負担金として7,219万7,000円というのが入っておるわけなんですけれども、今回委員会条例

の改正の議員提案を出させていただいておるんですけれども、国の方針によると市長と教育長

との立場が変わってくるような流れみたいなものが少しあるように感じるんですけれども、二

町教育委員会をどうするかという問題は笠松町だけで語れる問題ではないんですが、二町教育

委員会をこのまま続けていくべきかどうかということについて、現時点での考え方を町長さん

と教育長からお聞かせください。以上です。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 二町教育委員会の問題について今御質問があったんですが、教育委員会

の共同設置というのは多分全国で１つだと思います。そういうことも含めて、たまたまいろん

な機会があって県の町村会でもいろんなお話をした中で、共同設置におけるメリットや収穫の

多い部分もいっぱいありましたので、まだそんな教育委員会の共同設置をどうするかという検

討は全くしておりません。今の共同設置が私どもの笠松町の教育行政にとっては一番いい体制

がとれているんではないかと思いますから、まだそういうことに関して検討したことはありま

せんでした。 
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○議長（安田敏雄君） 宮脇教育長。 

○教育長（宮脇恭顯君） まず二町教育委員会のことについてでございますが、私自身この仕事

につかせていただいて５年目になりますけれども、やはり共同で事を進めていくそのメリット

というのは、この教育委員会があるがゆえに効果を得ているところが随分私はあると思ってい

ます。少々規模は小さくなりましたけれども、職員の研修であったり、学校の指導体制であっ

たり、それから先生方への支援であったり、この二町の教育委員会があるからこそ指導主事を

４名、課長も入れて４名抱えて学校の教育指導に当たっておれるということはとてもありがた

いことですし、特別支援教育担当として１人、主に専門に携わっておってくれる教員もつけま

して、現在の教育の課題のニーズにも合っているんじゃないかと思っています。 

 ちなみに、県下で20の町村がありますけれども、指導主事を一人も配置していないといった

ところもございまして、直接県の文書等が学校へおりてきて、学校が大変苦労しているという

市町村も聞いております。今のこの制度が一層効果が出せるような努力はしていきたいと、そ

ういうふうに思っています。 

 ２つ目に、合理的配慮の件でございますが、基本的には特別支援の就学の奨励費というのは

個人個人という形にはなっておりますので、もしもそれが合理的配慮ということであれば検討

しなきゃならないということを思っています。ただ、合理的配慮というのは、子供たち一人一

人がその場、そのときに合ったニーズに応えるという一方の側面と、もう一方は教育を提供す

る側として、その提供する側が精いっぱい努力した結果、現在対応ができる、その接点という

のが合理的配慮だと思っていますので、もしもそういったことが必要であれば、また検討をこ

れから先加えていきたいというふうに思っています。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 川島議員。 

○４番（川島功士君） ありがとうございました。 

 私もお２人と同じ考えでありまして、現時点では二町教育委員会というのは非常に有効に働

いているというふうに思っています。ややもするといろんな話は聞こえてきますが、しっかり

と地に足をつけて考えていかなければならないというふうには思っております。そのメリット

を最大限に生かして進んでいってほしいなあというふうに思っています。 

 そして、今の合理的配慮の件なんですけれども、もちろんでき得る限りのということで現時

点でのという接点の折り合いのつけ方というのが大事だと思っています。しかし東京大学の先

端科学技術研究所がやっている「ＤＯ－ＩＴ Ｊａｐａｎ」というプロジェクトがあるんです

けれども、そこらあたりの話を、そこの先生が来てお話ししてくださったんですが、要は読み

書きだけが非常に時間がかかって、それさえ読んでもらえれば、例えばパソコンに全部教科書

が入っていて、ネット上に、それが無料で使えて、教科書を入れてやればパソコンが読んでく
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れるんですね、自分で読まなくてもいい。書くのももちろんタイピングで簡単に出力できると

いうような形にしてやれば、その子は地獄のような日々を送っていたのに、そういうストレス

から全て解消されて、非常に成績も伸びて、中学でその先はないと思っていた人が大学まで出

て、今海外に留学までしているというような話をお聞きしました。そういうことをお聞きする

と、本当に必要なのは何なんだろうかという、教育とは一体何なんだろうかということも考え

なければならないなあというふうに思いました。 

 もう１つ、これは学校教育というか、学校を設置している町側と教育現場との折り合いで今

後考えていかなければいけないというのは、例えばうちにも各教室に大きいテレビがあります。

ほこりがつかないようにというか、カバーが全部かぶっていますよね、プラスチック製の。あ

れって結構反射して、席によっては物すごく見づらかったり、ちらちら動いたりして非常に見

にくいと。情緒的に問題を抱えている子にとっては、それがちらちらするだけで非常に落ちつ

かなくなってしまうと。席をかわってもらえませんかということが合理的配慮なのかどうかと

いう、そういう設問がありました。僕自身は席をかわることは合理的配慮だと思うんですね。

全員がそういうことを気になって落ちつかない児童ばかりではないので、本当に気になる子で

あれば、でき得る範囲の合理的配慮としては席をかわって反射のないところで見てもらうとい

うのは一番だと思うんですね。でも、１つ先生方の意見としては、そもそも教育をする環境に

なっていないんだと、そういう反射すること自体がという意見が随分ありました。でも、それ

は全ての学校の全てのクラスにおいて、今すぐ反射しないように措置ができるかというと、そ

れは難しいですよね。なので、でき得る範囲ということになると、予算措置のことも考えると

なかなか難しいかなあということは必要になってくると思いますので、今後は予算措置につい

て一層学校側と連絡をとってやっていただくことをお願いして、今回の質問はとりあえず終わ

ります。 

○議長（安田敏雄君） １つ答弁漏れがあるやろう。 

 堀企画課長。 

○企画課長（堀 仁志君） 事務事業説明書のほうの３ページ、キャラクター活用事業について

御説明をさせていただきます。 

 この歳出総額49万2,000円の中には、販売グッズの購入費、あとキャラクターを維持するた

めの消耗品とか、イベントブースの負担金ということで49万2,000円ございます。その中でグ

ッズ購入費というのが24万8,000円ございます。ただし、この購入費につきましては、在庫が

不足するということで、その補充ということで1,000単位、2,000単位ということで購入をしま

すので、この年度で購入するもののイコール販売代金ではないということだけ御了承いただき

たいと思います。以上でございます。 

〔挙手する者あり〕 
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○議長（安田敏雄君） 川島議員。 

○４番（川島功士君） ありがとうございました。 

 ということは、もちろんキャラクター販売事業というのは収益事業でやっているわけではな

いので、端的にもうかる、もうからないという話にはならないのは十分よくわかるんですね。 

 しかし、例えば今後キャラクターの着ぐるみが破損する、当然老朽化してくるというと、そ

れを次どうするのかということになってきます。また誰かが寄附してくれるまで待つというわ

けにもいかないでしょうし、具体的にそのキャラクターをどう維持していくかということも含

めて、例えば収益が上がって、その収益の中から、例えばそのキャラクターを保全していくた

めの費用を捻出していくとか、例えばこの間もちょっと打ち合わせというか、勉強会のときに

お話ししたんですけれども、岐南町のほうなんかではＬＩＮＥのスタンプを販売したらどうか

というような話も出ております。いい悪いは別にして、そういうふうに少しずつでも収益を上

げてキャラクターを維持していきながら、なおかつ広めていくという、両方のことも考えてや

っていただけるとありがたいなあと思うんですが、その辺の見解についてひとつお願いします。 

 済みません、もう１個忘れていました。 

 一般会計予算書の第４条の中に一時借入金の額が３億円というふうにあるんですが、実際に

は、例えば今年度は１回当たり最大幾らぐらいの借り入れがあって、どれぐらいの期間借り入

れたのか。３億円というのは必要かつ十分なのか、足りないのか余分なのか、その辺の見解に

ついてお知らせ願います。 

○議長（安田敏雄君） ４番 川島議員の質問に対する答弁の時間ですが、一般会計予算全般に

ついての質疑の途中ですが、この際１時30分まで休憩いたします。 

休憩 午前11時45分  

再開 午後１時30分  

○議長（安田敏雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は８名であります。 

 一般会計全般についての４番 川島議員の答弁を求めます。 

 杉山会計管理者。 

○会計管理者（杉山佐都美君） それでは、私のほうから一時借入金、平成26年度の状況につい

てお答えいたします。 

 平成26年度は２回借りております。１回目は、４月15日から５月１日の17日間、金額は１億

円です。２回目につきましては、２月20日から３月20日、29日間の予定でお借りしております。

こちらのほうも金額については１億円をお借りしております。 

 ３億円がよかったかどうかというような質問ですが、そちらについては財政担当部長のほう

からお答えします。お願いします。 
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○議長（安田敏雄君） 岩越部長。 

○企画環境経済部長兼住民福祉部長（岩越 誠君） それでは失礼します。 

 とりあえず３億という一時借入金の限度額ですので、今、会計管理者が申し上げたような実

績に基づきまして３億という額を定めております。 

 キャラクターの関係につきまして、議員御指摘のようにそういう一面もあるということで、

内部的にはその都度売り上げが、収益性が見込めるというようなことであればそういった事業

の考え方もありかなあという話はしておるんですけれども、そもそもかさまるくん、かさまる

ちゃんのキャラクター、120周年を記念して21年度から誕生させて、その関連グッズとしてい

ろいろ開発をしておるんですけれども、本来の目的としましては、地域の地場産業といいます

か、事業者の方がこういうかさまるの使用申請をしていただいてそれでもって産品を販売して

いただいて町の活性化につなげないか、まちづくりにしないかというような考え方でちょっと

進めておりますので、現実問題としては原価で販売したり、イベントで配布したりとかいうよ

うな形で使用しておりますので、爆発的な人気を得て付加価値がつくということであれば、そ

れはまた事業展開を考えてみたいなというふうに考えております。 

○議長（安田敏雄君） ほかに。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 

○１０番（長野恒美君） 済みません、１つ、事務事業説明書の19ページ、それから20ページの

小学校、中学校の教育振興費の中だと思いますけれど、各小・中学校の校長先生が自由裁量で

使えるお金として50万ずつというのがあったように思いますが、それはどのようになったのか

お尋ねします。 

○議長（安田敏雄君） 大橋総務部長。 

○総務部長兼教育文化部長（大橋雅文君） 27年度についても、各学校50万円ずつで計上してご

ざいます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） それは振興費の中でいいですか。どこにどんなふうにされておるのか

教えてください。 

○議長（安田敏雄君） 大橋部長。 

○総務部長兼教育文化部長（大橋雅文君） 説明書のほうで申し上げますと、18ページ、ちょう

ど２項の小学校費のちょっと上でございますが、学校教育推進交付事業ということで200万上

がっておりますが、これがそのものでございます。 

○議長（安田敏雄君） ほかに。 
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〔挙手する者あり〕 

 ２番 古田聖人議員。 

○２番（古田聖人君） それでは、最後の締めくくりの質問ということで、させていただきます。 

 27年度の予算審議もいよいよ終盤に差しかかってきましたが、これまでの議論を振り返らせ

ていただきますと、サイクリングロードとか運動公園の整備、そして各種防災対策、またこの

６月には歴史未来館がオープンするなど、継続事業が非常にたくさんあるわけなんですが、こ

うした中、本日の一部の新聞に町長さんが出馬表明の意向を固めた、そしてきょう17日にこの

議会で表明するというような記事が載っておりましたが、そのあたりのまず真意というか、実

際に単刀直入にお聞きしますが、この場で今出馬表明されるのかどうか、まずそれを御確認さ

せていただきたいと思います。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 新聞に議会で出馬表明の予定と書いてあったのは、私はそういうことを

発言した覚えは全くありませんから、それはそれでまた記者がいろんな情報の中で判断したこ

とかもしれません。 

 今、御質問があったように、この27年度予算をいろいろ皆さんに御提示して予算案を立てさ

せていただいた中で、67億6,620万の一般会計予算というのは、確かに26年度の予算からして

みれば9.9％のマイナスで低いんですが、この10年来で２番目に大きいような大型の予算でも

あります。これは当然今一般会計の中で皆さんにお知らせしたように、今年度も建設予算やい

ろんなものがいっぱい入っていますが、前年度のように大型の予算がなくなったために67億に

なっただけであって、そういう点では町債もふえたり、自主財源が今の景気の動向で減ってき

たり、あるいは将来の財政負担比率が悪化したり、大変財政の面では厳しい面が進んできてお

るわけであります。 

 しかし、今年度予算を皆さんに御提示するときに思ったのは、やはり第５次総合計画で６つ

の基本方向を御提示して、15の政策を提示しながら、いろいろ項目は26の施策を掲げて進んで

きたわけでありますが、ちょうど今年度はその中間点に当たる年でもありますから、これから

また私どもは限られた財源の中で、有効に、しかも合理的にこの行財政改革を行うために、し

っかりした財政展望を持って進むことが大事だろうという強い思いに改めました。 

 そしてまた、この次の世代に私どもが負担を先送りするようなことがない健全な財政運営を、

また私どもの笠松町がしっかりした持続可能な自治体として運営できる人づくりをこれからの

あと５年間ある第５次総合計画の完成のために、いま一度、この来年度予算をきちっと見据え

た上で、そういう決意をしながら行政運営をできたらと思って進めさせていただいております。 

 そういうような意味で、ぜひ27年度予算を御承認いただき、一緒になってこの笠松町の将来

の発展のために議員の皆さんと今までどおり一体となって進めるように努力をしてみたいとい
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う気持ちで今おります。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 古田議員。 

○２番（古田聖人君） そうしますと、事実上、質問に対しては前向きだというふうに捉えさせ

ていただいてよろしいわけですね。 

 そこで、ちょっとあえて聞きにくいことをお聞きしますが、当然出られるということになり

ますと、さまざまな意見が出ると思います。その中で、最近の時流としては、多選批判という

声が一部に既に出ていると、町長の耳にも聞こえてきていると思いますし、また今の財政状況

を考えますと、正直申し上げて、住民受けするような施策というのを公約に掲げることは、非

常に現実的ではないと私自身は思っております。 

 それでもあえてもう一回挑戦したい、さらに町政を継続させたいというには、それなりの覚

悟と、そして次、仮にもし当選された場合、これだけは絶対やっていきたいという思いがあれ

ば、この場でお伝えください。 

○議長（安田敏雄君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 今度、例えば出馬して選挙になれば５期目の挑戦になるわけであります

から、今言われたような、多選批判というのは一般的に言われることかもしれません。しかし、

４期が多選か５期が多選かということは別にして、４期私どもが皆さん方と一緒になってやら

せていただいていて、４期が多選であれば大きな弊害があるか、あるいは私が独断的な行政を

したかという判断は、これは住民の皆さんやあるいは議員の皆さんがしていただけるものだと

思います。私自身はそういうような行政手腕をとらずに、しっかり住民の皆さんの中に入った

根のついた行政運営をした覚えでありますから、それをまた選挙戦になれば訴えて皆さんに御

理解をいただけることだと思っております。 

 そしてまた、私ども町長と、議員の皆さん、いわゆる二元代表制の中の同じ住民代表であり

ますから、そういう議員の皆さんとも対等な議論やあるいは思いを寄せながら町政運営をして

いきたいという思いで、いま一度決意をさせていただいたところであります。 

 そしてまたそういう中で、これから４年間、もし当選させていただいたなら、どのような行

政をするのかという御質問でありますが、当然第５次総合計画の中で進めておる中で、27年度

に３項目の視点をとにかく重点項目と選んで対応させていただきました。 

 それは何かといえば、まず第１にやはり災害に強いまちづくりをするための基盤整備をする

こと。そしてまた次は、次代を担う子供たちを育む、そういうまちづくりをしていくこと。そ

してまた、この町がより住みやすい環境になるいいまちづくりをしていくこと。この３つの基

本方針の柱を重点にして、今度の私の政策の中で訴えていきたい部分はそういうことだと思い

ます。 
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 当然６つの基本方針と15の政策に関しては、このあと残りの５年間の５次総の中で順次御理

解をいただきながら、計画どおり進めていけるように、最大限全力を傾注して頑張っていく所

存でありますので、ぜひまた御理解をいただいて、一緒になってまちづくりができればと思っ

ております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 古田議員。 

○２番（古田聖人君） ありがとうございます。 

 町長の熱い思いがよくわかりました。 

 選挙に関しましては、６月に住民の方々が審判を下されるわけでございます。その結果はは

っきり申し上げてわかりません、今の時点で。ただ、任期満了まで一生懸命頑張っていただき、

少しでも笠松町が住みよいまちづくりになるよう尽力願いたい。それが結果的に町長さんの評

価にもつながっていくのではないかと、そう思っている次第でございます。 

 以上で質問とさせていただきます。ありがとうございます。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 

○１０番（長野恒美君） 第25号議案 平成27年度笠松町一般会計予算について反対討論をさせ

ていただきます。 

 平成27年度笠松町一般会計予算は、歳入歳出おのおの67億6,620万円です。 

 町長さんも提案説明で述べられておりますように、景気の勢いは弱く、私たちの周りでは景

気の上向きを感じることはできません。安倍内閣による法人税率の12.3％から9.7％の引き下

げにより町税の法人税で2,100万円の減収が見込まれています。また、固定資産税については、

土地の評価がえで、マイナス0.6％で、固定資産税についても、また町税となるたばこ税もた

ばこを取り扱う販売店の減少と喫煙者が減っていることにより1,270万円のマイナスが見込ま

れた予算となっています。 

 施策につきましては、防災対策で地域に密着した防災備品整備事業、各校下への土のうの配

付、要配慮者に対する登録への促し、防災無線のデジタル化に行政無線の屋外子局の増設など

は、町民の身近な安全・安心策だと考えます。 

 また、障がい者意思疎通支援事業については、手話のできる方の養成がことしこそは具体的
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になり、窓口業務等に生かされると思います。発達障害児を持つ父兄の要望に応えていただく

ことができ、笠松小学校に通級学級を実現しました。 

 街路灯のＬＥＤ化についても予算化され、経費節減と長寿命化、そして町民の暮らしの中で

引き続き安全や防犯に対する役割が果たされると考えます。 

 また、サイクリングロードの整備とあわせ、蘇岸築堤記念碑公園での休憩所の建設などが進

められます。 

 しかし、ことし戦後70年、二度と戦争をしないと世界に宣言した日本国憲法に忠実な姿勢を

望むなら、憲法に違反する自衛隊員の募集に加担することは許されないと思います。 

 そして、マイナンバー制度の実施が着々と進められる予算ですが、国民一人一人に12桁の個

人番号をつけ個人情報で一括管理されるもので、その情報の内容は氏名、生年月日、性別、身

長、体重、世帯情報、健康情報、住民税の税額算定の基礎資料など課税情報、国民年金、国民

健康保険、後期高齢者保険など被保険者情報、児童福祉、障害者福祉、生活保護など各種福祉

サービスの資格情報などの社会保障等個人情報を管理するものです。オンラインを通じて国と

行政の住民を一括管理支配を強める手段とするもので、一たび情報が流出または漏えいすれば、

あらゆる個人情報があからさまになる危険を含んでいます。私どもは一貫して反対してまいり

ました。 

 そして、農業については、引き続き生産調整が続けられる予算となっていますので、第25号

議案 平成27年度笠松町一般会計予算に反対いたします。 

○議長（安田敏雄君） 次に、賛成討論の発言を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ４番 川島功士議員。 

○４番（川島功士君） 第25号議案 平成27年度笠松町一般会計予算に対して、賛成の立場で討

論させていただきます。 

 日本経済が現政権の経済成長戦略アベノミクスにより順調に景気回復とデフレ脱却を進めて

きたということでありますが、昨年４月の消費税引き上げ以降、急速に景気の低迷が続くこと

になっております。 

 このような中、消費税再引き上げの延期と衆議院解散総選挙により首相は再度国民の支持を

得て、さらなるアベノミクスの推進を図るべく早々に地方自治体向けの消費喚起や地方創生の

交付金を創設し、経済の好循環を全国に拡充させる政策が進められようとしておりますが、当

町の新年度予算概要を見ますと、町税収入の伸び率は昨年度比1.01％の減となっており、この

ことは地方経済の回復の動きにまでは全く達していないということになります。 

 また、社会保障費や公債費なども年々増加しており、町の財政状況は厳しい状態に置かれて

いるということは予算を見れば十分理解できることであります。 
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 このような状況の中、提案された27年度予算は、防災や教育、子育て環境の整備などを重点

に、第５次総合計画の将来像の実現に向けたさまざまな施策が展開されています。 

 継続実施する庁舎耐震補強・大規模改修工事や学校体育館の非構造部材の耐震化、防災行政

無線の更新など、住民の安全確保を目指す事業に加え、自主防災会への備品整備支援や避難行

動要支援者対策、備蓄品の拡充や土のうステーションの設置、地籍調査の測量着手など住民生

活に直結した防災対策を行おうとしております。 

 また、道徳のまち笠松の推進や、新たに実施するＪＦＡ夢教室、私立幼稚園就園奨励費補助

金の拡充や学校休業日における放課後児童クラブ入所対象年齢の引き上げなど、町独自の教育

施策に加えた子育て世代を支援する施策が、国が求める人口減少対策に呼応した展開としてな

されています。 

 さらに、財政負担の大きい社会基盤整備として、都市公園化に向けた運動公園の改修やサイ

クリングロード整備事業、円城寺地内の公共下水・雨水貯留施設や羽島用水のパイプライン上

部利用は複数年に分けた計画的な実施がなされています。街路灯のＬＥＤ照明の交換において

は各種基金を活用するなど、厳しい財政状況の中、将来負担に配慮がされています。 

 27年度一般会計の総額は67億6,620万円で、前年度比9.93％減と大幅な低下になりましたが、

このことは、ここ数年来のハード整備偏重からソフト事業を重視したまちづくりへの転換を図

り、財政基盤をより強固なものにしていく意思のあらわれであると信じています。 

 予算執行に当たり、住民サービスの向上や人口減少対策など、成果が出る事業へより精査し、

選択と集中していただくことを強く要望し、平成27年度笠松町一般会計予算に賛成します。 

○議長（安田敏雄君） ほかに討論ありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 これにて討論を終結いたします。 

 本件については、起立により採決いたします。本件は原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

 起立多数であります。よって、第25号議案は原案のとおり可決されました。 

 第26号議案 平成27年度笠松町国民健康保険特別会計予算についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 

○１０番（長野恒美君） 事業説明書の24ページですが、１款２項 徴税費、１目 賦課徴収費

ですけれども、まず医療費分、後期支援分、介護分の税率表が出ておりますが、25年、26年は

この税率で進められたわけですが、27年についての見通しはどのようなのかお尋ねします。 

○議長（安田敏雄君） 岩越部長。 
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○企画環境経済部長兼住民福祉部長（岩越 誠君） お答えします。 

 正式にはまた27年度の５月ごろに開催いたします国保運営協議会において御審議いただいて

税率に関する是非を検討していただくということになりますが、現在のところの繰り越し見込

みやら基金の積み立て状況を勘案しますと、27年度においては現状の税率で行けるのではない

かという、事務レベルの推測をしております。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 本件については討論を省き、直ちに採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第26号議案は原案のとおり可決されました。 

 第27号議案 平成27年度笠松町後期高齢者医療特別会計予算についての質疑を許します。 

 ありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 本件については討論を省き、直ちに採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第27号議案は原案のとおり可決されました。 

 第28号議案 平成27年度笠松町介護保険特別会計予算についての質疑を許します。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野恒美議員。 
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○１０番（長野恒美君） 平成27年度の笠松町介護保険特別会計予算についての反対討論をさせ

ていただきます。 

 条例改正で行われましたように、第６期の平成27年、28年に向かっての介護保険料の引き上

げによる予算になっていると思いますので、その点で反対をいたします。 

○議長（安田敏雄君） 次に賛成討論の発言を許します。 

 討論ありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 これにて討論を終結いたします。 

 本件については、起立により採決を行います。本件は原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

 起立多数であります。よって、第28号議案は原案のとおり可決されました。 

 第29号議案 平成27年度笠松町下水道事業特別会計予算についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 下水道の事業については、この年度で今申請されている工事計画の

80％を超えるものになるということで、次の計画ができると思いますが、市街化調整区域に向

かってこの27年度は計画を作成、申請するというところまでですか、残り全部をというふうに

お聞きしたんですけれど、それでいいですか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 下水道の計画につきましては、現在の処理区域面積が

558ヘクタールでございまして、それを市街化調整分を含めまして125ヘクタールを区域拡大い

たしまして、笠松町の全体計画の683ヘクタール全域を下水道区域にして事業を行っておりま

す。来年度はその変更見直しの作業を進めてまいるというようなことでございます。 

 それで、今ちょっと面積的な話が出ましたんですが、今、整備率でいいますと全体計画683

ヘクタールのうち70.79％を整備いたしました。事業認可区域では86.71％、来年度事業をしま

すと72.02％、認可区域では88.21ですね、今の認可区域。ということで、整備が進んでまいり

ます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） この計画で27年度計画を出して、28年度から残りの区域のほうに入っ

ていけるという見通しでいいでしょうか。 

 それから、10年ぐらいでやらなければならないような計画になっているとお聞きしましたけ
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れど、そんなふうに思っていていいでしょうか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 来年度工事の場所につきましては、円城寺の厩舎の南側

を施工いたしまして、一応これで市街化区域ほぼ全域が終わるということで、次は、28年度は、

来年度、今認可区域の北及地内がございますね、あちらを中心に実施設計を行ってまいりたい

と思っています。そこの区域のほうで選択をしていきたいということと、あと28年度、円城寺

の下田、これは厩舎の北側になるんですが、そのところが少し残りますので、そこも工事をし

ていくというような計画で今考えております。 

 全体をあと10年、37年を目標にということで、これは流域下水道事業そのものを37年で予定

しておりますし、国のほうもそういうふうに推進しておりますので、私どももそれに向かって

事業計画を立てていきたいと思っております。 

○議長（安田敏雄君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 本件については討論を省き、直ちに採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第29号議案は原案のとおり可決されました。 

 第30号議案 平成27年度笠松町水道事業会計予算についての質疑を許します。 

 よろしいですか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 笠松の水道水の使用料が、このところ町水でない水を飲まれる方が多

くなったことだとか、それから洗濯機を初めお風呂なども含めて節水型の機種になってという

のが大きな原因だろうというふうに言われてきましたが、実際に今使っている水道水について

の評価はどうですか。たまたま私は町民の皆さんの中で、私自体はとても長良川水系の水で、

現在私たちの飲んでいる水は100年から130年前のお水をいただいていて、おいしいお水をいた

だいていると、そんなふうに思ってきましたけれど、水道課としての評価はどのように思って

いらっしゃいますか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 
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○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 笠松の水につきまして、前の勉強会のほうで笠松の水源

地の水位を聞かれて、150メーターとか120メーターと、本当に深い位置から水をくんでいると

お伝えしましたけれども、そういった関係で私どもは良質な地下水で供給しておると思ってお

ります。 

 ただ、一番末端のところ、いわゆるループしていないところにつきましては、若干やはり悪

いかなというような思いもしますので、そのあたりは気をつけながらということで、３地区、

毎日水質検査を家庭に頼んでしているようなこともしておりますので、私どもとしてはいい水

を供給していると思っております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 岐阜県下の中で県水を高いお金で買って飲んでいらっしゃる区域など

から考えますと本当に恵まれていると思いますが、そのあたりを住民の皆さんに知らせるよう

な方法は考えられませんか。 

○議長（安田敏雄君） 奥村部長。 

○建設水道部長兼技監（奥村智彦君） 今の御質問で、笠松の水道料金は県下で２番目に安いと

いうような話を私も聞いておりますので、水道事業を広報等で決算する際に、そういったこと

も宣伝といったらおかしいですけれども、わかるように今後検討はしていきたいなと思ってお

ります。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（安田敏雄君） 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 本当にこの笠松に住んで、台風が来たり、地震があったり、そういう

ときに周りの住民の皆さんといいところに住んでおってよかったねというのが私たちの思いな

んですよね、周りの人とお話し合いするとき。そういうことからいきましても、そのいいこと

の一つにぜひここも考えていただけたらありがたいなあと思っておりますので、やはり客観的

でなければいけないし、科学的でなければいけないと思いますが、ぜひ検討をしていただけた

らと思います。 

○議長（安田敏雄君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 本件については討論を省き、直ちに採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 
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 本件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第30号議案は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。大変御苦労さんでございました。 

延会 午後２時13分  



－２３８－ 

 


